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平
成
20
年
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
28 
日
に
開
会
し
３ 
月
21
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
と
上
程
さ
れ

た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
11
日
、
12
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、

最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
、
１
専
決
承
認
案
件
、
88
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
ま
た
２
人
事
案
件
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

　
前
号
に
続
き
３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

建
設
部
・
水
道
課
関
係 

消
防
本
部
関
係 

教
育
委
員
会
関
係 

■
都
市
計
画
課 

　
都
市
計
画
街
路
事
業
・
太
田
川
口
線
（
元

町
工
区
）
の
整
備
は
、
引
き
続
き
事
業
用

地
の
取
得
、
物
件
補
償
契
約
に
向
け
た
交

渉
を
進
め
て
お
り
、
２
月
20
日
現
在
の
進

捗
率
は
、
件
数
比
53
％
、
金
額
比
78
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
土
交
通
省
・
能
代
河
川
国
道
事
務
所

に
お
い
て
施
工
中
の
、
鷹
巣
大
館
道
路
（
日

沿
道
）
に
係
る
栄
地
内
の
工
事
用
道
路
（
市

道
摩
当
李
岱
線
、
上
大
沢
線
改
良
工
事
）

は
、
年
度
内
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

　
新
耐
震
基
準
に
よ
ら
な
い
建
設
年
次
の

古
い
市
営
住
宅
６
棟
（
26
戸
）
の
耐
震
診

断
業
務
を
、
12
月
下
旬
に
委
託
し
ま
し
た
。 

■
建
設
課 

　
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事
業
の
平

里
橋
上
部
工
は
12
月
末
に
完
了
、
道
路
工

は
年
度
内
に
完
了
予
定
で
す
。
ま
た
、
道

路
整
備
交
付
金
事
業
大
野
台
幹
線
の
改
良

工
事
は
２
月
末
に
完
了
し
ま
し
た
。 

　
単
独
事
業
の
七
日
市
松
沢
線
（
妹
尾
館

地
区
）
道
路
改
良
工
事
は
12
月
末
に
完
了
、

ま
た
、
小
様
三
枚
線
は
、
２
月
末
に
完
了

し
ま
し
た
。 

　
平
成
19
年
９
月
災
害
の
道
路
、
河
川
及

び
橋
り
ょ
う
の
80
箇
所
の
査
定
決
定
額
は

４
億
６
４
８
８
万
円
で
、
採
択
率
は
87
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
復
旧
工
事
は
、
道
路
14
箇
所
、
河
川
10 

箇
所
、
橋
り
ょ
う
１
箇
所
の
計
25
箇
所
を

発
注
済
み
で
す
が
、
さ
ら
に
、
３
月
中
に

繰
越
発
注
す
る
予
定
で
す
。 

■
下
水
道
課 

　
公
共
下
水
道
事
業
に
お
け
る
工
事
の
発

注
状
況
は
、
鷹
巣
処
理
区
は
、
高
野
尻
地

内
、
前
綱
地
内
及
び
太
田
新
田
地
内
の
面

整
備
工
事
５
件
、
太
田
屋
敷
後
地
内
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
１
件
を
、
阿

仁
合
処
理
区
は
、
阿
仁
吉
田
地
内
及
び
阿

仁
水
無
地
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置

工
事
１
件
を
、
米
内
沢
処
理
区
は
、
根
小

屋
地
内
の
面
整
備
工
事
１
件
を
、
合
川
処

理
区
は
、
川
井
地
内
の
面
整
備
工
事
１
件

を
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
お
け
る
工
事
の

発
注
状
況
は
、
道
城
地
区
に
お
い
て
管
路

布
設
工
事
１
件
を
発
注
し
て
い
ま
す
。 

　
先
の
水
害
に
よ
り
被
災
し
た
農
業
集
落

排
水
施
設
に
お
け
る
工
事
の
発
注
状
況
は
、

災
害
関
連
農
村
生
活
環
境
施
設
復
旧
事
業

と
し
て
、
木
戸
石
、
西
、
浦
田
、
前
田
地

区
の
４
件
を
、
ま
た
、
単
独
災
害
復
旧
工

事
と
し
て
、
三
里
、
増
沢
、
鎌
沢
、
羽
根

山
、
上
杉
、
西
、
浦
田
、
前
田
地
区
の
計

８
件
を
そ
れ
ぞ
れ
発
注
し
て
い
ま
す
。 

■
水
道
課 

　
上
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
浄
水
場
耐
震
診

断
及
び
改
修
設
計
業
務
委
託
が
３
月
下
旬

の
完
了
予
定
で
す
。 

　
簡
易
水
道
は
、
鷹
巣
大
堤
地
区
の
配
水

管
布
設
工
事
と
補
償
工
事
で
あ
る
、
大
野

台
地
区
配
水
管
移
設
工
事
、
平
里
地
区
配

水
管
移
設
工
事
の
計
３
件
を
完
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
合
川
・
森
吉
地
区
統
合
簡

易
水
道
事
業
は
、
高
区
配
水
管
布
設
工
事

を
完
成
し
て
い
ま
す
。 

　
災
害
復
旧
事
業
は
、
県
道
桂
瀬
笹
館
線

の
道
路
災
害
復
旧
工
事
に
伴
う
浦
田
橋
添

架
管
災
害
復
旧
工
事
が
、
２
月
中
旬
の
発

注
で
、
３
月
下
旬
の
完
成
を
予
定
し
て
い

ま
す
。  

   ■
常
備
消
防 

　
平
成
19
年
中
の
災
害
概
要
は
、
火
災
が

24
件
発
生
し
、
火
災
種
別
で
は
建
物
火
災

が
16
件
、
林
野
火
災
、
車
両
火
災
が
そ
れ

ぞ
れ
１
件
、
そ
の
他
火
災
が
６
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。
建
物
火
災
で
は
23
棟
が
焼
損

し
、
そ
の
う
ち
住
宅
の
全
焼
が
５
棟
、
部

分
焼
５
棟
、
ぼ
や
３
棟
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
損
害
額
は
２
億
７
６
４
３
万
５
千
円
で
、

死
者
は
自
損
行
為
に
よ
る
１
名
、
負
傷
者

は
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
救
急
出
動
件
数
は
１
２
８
２
件
で
、
そ

の
内
訳
は
、
急
病
８
８
３
件
、
一
般
負
傷

１
４
５
件
、
転
院
搬
送
１
１
５
件
、
交
通

事
故
83
件
等
。
救
助
出
動
は
49
件
で
14
名

を
救
助
。
捜
索
出
動
状
況
は
、
６
件
発
生

し
１
人
が
生
存
発
見
、
自
力
下
山
が
３
名
、

死
亡
発
見
が
１
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
秋
田
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画
は
、
12 

月
27
日
開
催
の
第
２
回
推
進
懇
談
会
に
お

い
て
、
現
在
の
13
本
部
を
７
本
部
に
再
編

す
る
県
の
素
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
当
消
防
本
部
は
、
大
館
市
消

防
本
部
、
鹿
角
広
域
組
合
消
防
本
部
の
３

本
部
で
新
た
な
消
防
本
部
を
組
織
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

　
県
は
年
度
内
に
広
域
化
推
進
計
画
の
成

案
を
ま
と
め
る
意
向
で
あ
り
、
対
象
市
町

村
は
20
年
度
以
降
に
広
域
消
防
運
営
計
画

を
作
成
し
、
５
年
後
の
平
成
24
年
度
末
ま

で
に
新
体
制
と
な
る
消
防
本
部
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

■
非
常
備
消
防  

　
１
月
４
日
、
米
内
沢
地
区
を
会
場
に
、

県
知
事
、
消
防
団
員
、
消
防
関
係
者
お
よ

そ
７
０
０
人
が
参
加
し
、
市
消
防
出
初
め

式
を
行
な
い
ま
し
た
。
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
前
か
ら
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
ま
で
の
分
列
行
進
に
引
き
続
き
行

わ
れ
た
式
典
で
は
、
永
年
消
防
団
員
と
し

て
活
動
さ
れ
た
団
員
、
功
績
の
あ
っ
た
団 

員
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

   

■
総
務
課 

　
小
学
校
の
再
編
整
備
は
、
前
期
に
統
合

を
計
画
し
て
い
る
竜
森
小
学
校
と
鷹
巣
南

小
学
校
の
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の

意
見
交
換
会
を
行
い
、
平
成
21
年
４
月
１

日
を
も
っ
て
竜
森
小
学
校
を
鷹
巣
南
小
学

校
へ
統
合
す
る
こ
と
に
合
意
を
得
ま
し
た
。

ま
た
合
川
地
区
４
小
学
校
及
び
浦
田
小
学

校
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
へ
の
意
見
交
換
会
を
学
区
ご
と
に
行
い
、

計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る

と
と
も
に
地
域
の
意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
。 

■
義
務
教
育
課 

　
平
成
19
年
度
の
市
立
小
・
中
学
校
及
び

幼
稚
園
の
卒
業
（
園
）
予
定
者
は
、
小
学

校
３
０
８
人
、
中
学
校
３
５
５
人
、
幼
稚

園
13
人
で
、
将
来
へ
の
大
き
な
期
待
を
胸

に
思
い
出
に
満
ち
た
学
舎
を
巣
立
ち
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
入
学
（
入
園
）

予
定
者
は
小
学
校
２
４
８
人
、
中
学
校
２

９
７
人
、
幼
稚
園
14
人
で
、
４
月
か
ら
新

し
い
希
望
に
満
ち
た
学
校
（
園
）
生
活
を

迎
え
ま
す
。 

■
高
校
教
育
課  

　
平
成
20
年
度
秋
田
県
公
立
高
等
学
校
入

学
者
選
抜
日
程
は
、
前
期
選
抜
が
１
月
30 

日
に
実
施
さ
れ
、
面
接
等
に
よ
り
普
通
科

２
名
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
２
名
、
介
護
福

祉
科
７
名
の
計
11
名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
一
般
選
抜
学
力
検
査
等
実
施
日
は

３
月
５
日
、
後
期
選
抜
面
接
等
実
施
日
は

３
月
19
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
生
涯
学
習
課 

　
18
年
度
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
入
り
を

申
請
し
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
伊
勢

堂
岱
遺
跡
は
、
当
市
と
北
海
道
・
北
東
北

の
12
市
町
の
15
遺
跡
で
構
成
す
る
「
北
海

道
・
北
東
北
縄
文
遺
跡
群
」
の
名
称
で
、

12
月
19
日
、
文
化
庁
に
新
た
に
申
請
書
を

提
出
し
ま
し
た
。 

　
地
区
ご
と
に
開
講
し
て
い
る
高
齢
者
大

学
は
１
月
29
日
、
文
化
会
館
で
全
市
の
受

講
生
を
対
象
と
し
た
全
体
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
座
に
は
約
４
０
０
人
の

受
講
生
が
一
堂
に
会
し
、
各
大
学
の
活
動

報
告
、
朗
読
や
昔
語
り
、
思
い
出
の
歌
の

合
唱
等
を
楽
し
み
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
に

は
、
感
想
文
１
１
６
点
・
感
想
画
４
２
６

点
の
応
募
が
あ
り
、
２
月
23
日
に
表
彰
式

を
開
催
し
ま
し
た
。 

■
公
民
館 

　
平
成
19
年
度
の
各
種
講
座
は
、
市
民
の

要
望
等
を
取
り
入
れ
幅
広
く
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
受
講
で
き
１
２
２
講
座
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
講
座
の
大
部
分
は
２

月
中
で
終
了
し
ま
す
が
、
鷹
巣
地
区
で
は

講
座
で
学
ん
だ
成
果
や
体
験
を
発
表
す
る

『
閉
講
の
つ
ど
い
』
を
３
月
７
日
に
行
な

い
ま
し
た
。 

           

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
２
月
３
日
、
「
第
１
回
北
秋
田
市
民
ス

キ
ー
大
会
」
が
大
勢
の
市
民
で
賑
わ
う
薬

師
山
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か

ら
一
般
ま
で
３
２
８
人
が
出
場
し
、
大
回

転
、
距
離
、
リ
レ
ー
な
ど
の
種
目
に
挑
戦

し
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

           

■
国
体
推
進
室 

　
平
成
20
年
度
以
降
の
国
体
開
催
県
へ
の

説
明
会
を
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
は
、
12
月

26
日
・
27
日
大
館
市
樹
海
体
育
館
で
、
山

岳
競
技
と
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
は
１
月
25

日
市
中
央
公
民
館
で
実
施
し
ま
し
た
。 

　
国
体
関
係
事
務
の
総
括
と
し
て
、
第
62 

回
国
民
体
育
大
会
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」

北
秋
田
市
報
告
書
と
、
民
泊
記
念
誌
と
し

て
「
泣
き
笑
い
民
泊
の
お
も
い
で
集
」
を

作
成
し
、
関
係
者
へ
配
付
し
て
い
ま
す
。 

　
秋
田
わ
か
杉
国
体
北
秋
田
市
実
行
委
員

会
は
、
平
成
19
年
度
第
２
回
総
会
を
２
月

25
日
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
事
業
報
告
と
収
支
決
算
を
承
認
後
、

２
月
29
日
を
も
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。 

▲復旧工事が行なわれる市道李岱川井線 

▲講座で学んだ成果や体験を発表した

平成19年度の閉講のつどい。 

▲日頃の練習の成果を発揮した第１回北秋

田市民スキー大会。 
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◇
小
さ
な
市
役
所
を
目
指
し
た
体
制
づ
く
り 

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
等
の
未
納
金
対
応
策
の
実
施 

◇
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
実
効
性
の
検
証
と
着
実
な
進
行 

◇
行
財
政
改
革
大
綱
の
策
定 

◇
秋
田
内
陸
線
再
生
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み 

◇
財
政
運
営
の
健
全
化 

◇
全
国
植
樹
祭
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
情
報
発
信 

◇
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
き
め
細
か
な
情
報
提
供 

◇
電
算
シ
ス
テ
ム
の
個
人
情
報
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化 

　
こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

行
財
政
改
革
を
一
層
推
進
し
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
各
種
施
策
を

展
開
し
て
　
生
活
の
安
定
と
安
心
を
基
本
に
、
産
業
、
文
化
、
そ
し

て
人
が
連
携
し
、
市
民
、
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
市
政
発
展
と
市
勢

の
繁
栄
を
目
指
し
ま
す
。 

  

■
ご
み
・
廃
棄
物
処
理
な
ど 

◇
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
の
推
進 

◇
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
実
行
計
画
の
策
定
と
啓
発 

◇
廃
棄
物
処
理
施
設
の
安
全
な
稼
動
と
適
正
な
維
持
管
理 

■
交
通
安
全
・
防
犯
・
防
災
・
消
防 

◇
交
通
安
全
運
動
の
啓
発
と
交
通
事
故
の
減
少
・
撲
滅
へ
の
取
り
組
み 

◇
防
犯
指
導
隊
、
防
犯
協
会
の
活
動
支
援 

◇
地
域
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
等
と
の
連
携
に
よ
る

「
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
」
の
確
保 

◇
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ハ
ザ
ー
ト
マ
ッ
プ
の
作
成 

◇
救
急
救
命
講
習
会
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
開
催
と
啓
発 

◇
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
向
け
た
運
動
の
強
化 

◇
阿
仁
分
署
へ
の
高
規
格
救
急
車
の
配
備 

◇
県
消
防
広
域
化
計
画
に
基
づ
く
、
新
消
防
本
部
設
立
に
向
け
た
準
備 

  

■
観
光 

◇
総
合
観
光
案
内
所
と
観
光
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
中
心
と
し
た

全
国
各
地
へ
の
観
光
情
報
の
発
信 

◇
全
国
植
樹
祭
開
催
に
伴
う
観
光
情
報
、
地
域
特
産
情
報
の
発
信
強
化 

◇
市
推
奨
認
定
特
産
品
制
度
に
よ
る
魅
力
あ
る
特
産
品
の
開
発 

◇
森
吉
山
観
光
の
２
次
ア
ク
セ
ス
の
充
実 

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
観
光
情
報
の
提
供 

■
商
工
業 

◇「
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
実
施 

◇
雇
用
の
機
会
を
図
る
た
め
の
企
業
誘
致
活
動
と
既
存
企
業
の
支
援 

◇
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
関
連
の
調
査
研
究 

  

◇
災
害
復
旧
事
業（
農
林
業
関
係
）の
早
期
完
成 

◇
災
害
農
地
の
通
常
作
付
を
前
提
と
し
た
取
組
強
化 

◇「
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現 

◇
有
機
質
堆
肥
の
投
入
に
よ
る
畑
作
園
芸
の
振
興 

◇
収
益
性
の
高
い
畜
産
経
営
の
支
援
と
環
境
の
改
善 

◇
圃
場
整
備
、用
水
路
改
修
等
に
よ
る
生
産
基
盤
の
整
備 

◇
計
画
的
な
間
伐
、
保
育
等
に
よ
る
森
林
の
整
備 

　
本
年
度
は
、
主
な
取
り
組
み
と
し
て
阿
仁
病
院
を
は
じ
め
医
師

確
保
対
策
及
び
診
療
体
制
の
見
直
し
を
行
い
、
新
病
院
を
核
と
し

た
地
域
医
療
の
再
編
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。 

　
本
年
オ
ー
プ
ン
予
定
の
大
型
商
業
施
設
で
の
新
た
な
雇
用
に
期

待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
新
規
企
業
の
誘
致
活
動
を
強
め
な
が

ら
地
元
商
工
業
の
活
性
化
に
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、
市
の
中
核

と
な
る
産
業
の
育
成
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
６
月
15
日
に
は
北
欧
の
杜
公
園
を
会
場
に
第
59
回
全
国

植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
北
秋
田
市
を
全
国
発
信
す
る
好
機
と

と
ら
え
、
市
民
皆
さ
ま
と
と
も
に
成
功
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。 

　
項
目
別
の
主
な
施
政
方
針
と
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

平
成
20
年
度
施
政
方
針 

■
総
務
・
企
画
・
財
政
・
広
報
な
ど 

■
農
林
業 

■
観
光
・
商
工
業 

■
生
活
環
境
・
防
犯
・
防
災
な
ど 

【 
20
年
度
の
主
な
事
業
の
一
部
】 

 

今年度は  

　こうして 
　まちづくりを 
　進めます 北

秋
田
市
民
病
院
工
事
の 

適
正
監
理 

▲
 

 

  

■
小
中
学
校 

◇
小
学
校
再
編
整
備
計
画
の
具
体
的
な
内
容
の
周
知
と
意
見
聴
取 

◇
鷹
巣
南
小
と
竜
森
小
の
円
滑
な
統
合
準
備 

◇「
ふ
る
さ
と
教
育
」「
ハ
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
運
動
」
の
推
進 

◇
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
活
用
に
よ
る
登
下
校
時
の
安
全
確
保 

◇
自
立
支
援
事
業
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
の
推
進 

◇
外
国
語
指
導
助
手
の
配
置
に
よ
る
英
語
・
国
際
理
解
教
育
の
充
実 

◇
全
国
植
樹
祭
へ
の
積
極
的
参
加 

◇
山
村
留
学
事
業
を
継
続
、
秋
田
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
自
由
学
園
の
開
設 

◇
学
校
給
食
に
お
け
る
食
の
安
全
性
の
確
立 

■
幼
稚
園 

◇
幼
児
教
育
の
充
実 

■
高
等
学
校 

◇
心
豊
か
で
生
徒
を
活
か
し
活
力
あ
る
学
校
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校

づ
く
り
を
推
進 

◇
生
徒
の
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
各
科
の
特
徴
を
活
か
し
た
学
習

指
導
、進
路
指
導
、生
活
指
導
の
充
実 

  

■
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
な
ど 

◇
生
涯
学
習
等
の
振
興
の
た
め
、
諸
施
策
の
取
り
組
み 

◇
芸
術
文
化
協
会
の
加
盟
団
体
、
自
主
サ
ー
ク
ル
の
活
動
支
援 

◇
芸
術
文
化
活
動
の
鑑
賞
・
発
表
の
場
の
提
供 

◇
図
書
館
の
児
童
図
書
の
充
実 

◇
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
継
続
調
査
、
森
吉
山
ダ
ム
周
辺
遺
跡
発
掘
調
査
の

出
土
遺
物
の
報
告 

◇
胡
桃
館
遺
跡
は
国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
目
指
し
、
詳
細
を
調
査 

■
公
民
館 

◇
市
民
の
要
望
に
応
え
た
各
種
講
座
の
開
設
と
学
習
情
報
の
提
供 

  

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等 

◇
気
軽
に
参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
、
関
係
団
体
と
協
力
し

各
種
大
会
の
実
施
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
提
供 

◇
体
育
館
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
等
各
施
設
の
整
備
と
一
層
の
充
実 

 

  

■
都
市
計
画 

◇
都
市
計
画
道
路「
太
田
川
口
線
」の
21
年
度
完
成
を
目
指
し
た
工
事
着
手 

◇
鷹
巣
大
館
道
路
（
日
沿
道
）
の
事
業
中
区
間
の
早
期
完
成 

◇
二
ツ
井
鷹
巣
間
の
早
期
格
上
げ
・
事
業
化
に
向
け
た
要
望
展
開 

◇
阿
仁
地
区
の
市
営
住
宅
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
設
計 

■
道
路
河
川 

◇
災
害
復
旧
工
事
（
公
共
土
木
施
設
）
の
早
期
完
成 

◇
東
根
田
下
杉
線
の
用
地
測
量
着
手 

◇
旧
平
里
橋
の
解
体
工
事 

◇
小
様
三
枚
線
道
路
改
良
工
事
、
七
日
市
松
沢
線
妹
尾
館
地
内
改
良
工

事
の
早
期
完
成 

■
下
水
道 

◇
鷹
巣
・
合
川
・
米
内
沢
・
阿
仁
４
処
理
区
で
の
面
整
備
工
事
の
継
続 

◇
合
川
道
城
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
工
事
の
推
進 

■
水
道 

◇
増
圧
工
事
、
配
水
管
布
設
工
事
の
施
工
に
よ
る
有
収
率
の
向
上 

◇
災
害
復
旧
工
事
（
水
源)

の
早
期
完
成 

  

■
国
民
健
康
保
険
・
保
健
事
業 

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
周
知 

◇
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
に
よ
る
健
康
づ
く
り
意
識
の
啓
発 

◇
乳
幼
児
の
健
全
な
育
成
の
た
め
健
診
や
相
談
、
食
育
の
推
進 

■
福
祉
（
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
） 

◇
生
活
保
護
に
係
る
適
正
な
保
護
の
実
施
と
自
立
支
援 

◇
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
整
備 

◇
児
童
や
配
偶
者
へ
の
虐
待
等
に
対
し
て
の
早
期
対
応
、
巡
回
相
談 

◇
母
子
自
立
支
援
員
に
よ
る
各
種
相
談
、
生
活
支
援
等 

◇
コ
ウ
ノ
ト
リ
委
員
会
に
よ
る
、
幸
せ
な
結
婚
へ
向
け
た
支
援 

◇
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し
に
係
る
周
知
と
円
滑
な
事
業
実
施 

◇
も
ろ
び
こ
ど
も
園
の
効
果
的
、
効
率
的
な
運
営 

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化 

◇
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
９
事
業
の
継
続
と
整
備 

◇
第
４
期
高
齢
者
保
健
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定 

  

◇
市
民
病
院
建
設
工
事
の
適
正
監
理 

◇
公
立
米
内
沢
病
院
の
経
営
改
善
に
よ
る
財
務
健
全
化
の
推
移
と
対
応 

◇
阿
仁
病
院
の
管
理
施
策
に
よ
る
効
率
的
な
医
療
体
制
づ
く
り 

◇
合
川
診
療
所
の
医
療
体
制
の
見
直
し
に
よ
る
健
全
経
営
化 

■
道
路
・
河
川
・
住
宅
・
上
下
水
道 

■
福
祉
・
保
健 

■
医
療 

■
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
市
立
高
校 

■
生
涯
学
習
・
公
民
館
活
動 

■
ス
ポ
ー
ツ
関
係 

●平成20年度施政方針 

特
定
健
康
診
査
、特
定
保 

健
指
導
が
は
じ
ま
り
ま
す 

▲
 

全
国
植
樹
祭
開
催 

（
昨
年
の
様
子
） 

▲
 

完成模型
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一 般 会 計 予算額　204億8256万7千円 

平
成
20
年
度
 

北
秋
田
市
予
算
 

の
あ
ら
ま
し
 

歳入のその他の内訳 

使用料及び手数料 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

財産収入 

利子割交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

寄附金 

交通安全対策特別交付金 

配当割交付金 

株式等譲渡所得割交付金 

繰入金 

繰越金 

 

266,278千円 

102,759千円 

20,199千円 

21,583千円 

10,531千円 

10,737千円 

23,381千円 

7,222千円 

9,062千円 

7,356千円 

60,183千円 

1千円 

歳出のその他の内訳 

議会費 

労働費 

災害復旧費 

諸支出金 

予備費 

 

162,793千円 

62,907千円 

333,896千円 

50,321千円 

20,000千円 

その他 
6億2991万7千円 
（3.0%） 

商工費 
5億2576万円 
（2.6%） 

消防費 
9億221万2千円 
（4.4%） 

土木費 
14億8121万8千円 
（7.2%） 

総務費 
19億5796万9千円 
（9.6%） 

公債費 
31億5050万7千円 
（15.4%） 

農林水産業費 
15億8946万2千円 
（7.8%） 

教育費 
22億268万9千円 
（10.8%） 

衛生費 
26億1112万6千円 
（12.7%） 

民生費 
54億3170万7千円 
（26.5%） 

その他 
5億3929万2千円 
（2.7%） 

分担金及び負担金 
3億8989万円 
（1.9%） 

地方譲与税 
3億1977万8千円 
（1.6%） 

市債 
23億6250万円 
（11.5%） 

国庫支出金 
19億5216万8千円 
（9.5%） 

諸収入 
6億231万5千円 
（2.9%） 

県支出金 
12億6496万5千円 
（6.2%） 

市税 
30億3678万2千円 
（14.8%） 

地方交付税 
96億4131万4千円 
（47.1%） 

　
平
成
20
年
度
の
予
算
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
地
方
交
付
税
が
５
年
ぶ
り
に
増
額
さ
れ
た
も
の
の
、
市
で
は
納
税
者
の
減
少
等

に
よ
り
税
収
が
減
少
す
る
な
ど
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
で
、
昨
年
９
月
17
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
復
興
対
策
を
最
優
先
と
し
、

基
幹
道
路
整
備
や
市
民
病
院
建
設
等
の
継
続
事
業
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
高
規
格
救
急
車
の
購
入
や
携
帯
電
話
受
信
設
備
の
整
備
な

ど
安
心
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
整
備
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
更
に
は
６
月
開
催
さ
れ
る
全
国
植
樹
祭
を
踏
ま
え
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
市
の
財
政
は
、
経
常
収
支
比
率
が
高
い
状
況（
平
成
18
年
度
決
算
に
お
い
て
94
・
９
％
）に
あ
り
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
財
源

配
分
方
式（
シ
ー
リ
ン
グ
）に
よ
り
、
各
部
・
課
に
お
い
て
経
常
経
費
の
一
層
の
見
直
し
と
行
財
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
政
策
的
経
費
に
充
当
す
る
財
源
の
確
保
に
努
め
編
成
し
ま
し
た
。 

今年度は  

　こうして 
　まちづくりを 
　進めます 

地方消費税交付金 
3億7356万3千円 
（1.8%） 

歳 入
 

歳 出
 

※水道事業会計、病院事業会計を除く。 

（単位：千円） 

 

※平成19年度予算額（現計）は、３月議会上程の予算案が可決された場合の額を計上。 

国 民 健 康 保 険  

国民健康保険合川診療所 

老 人 保 健  

介 護 保 険  

介 護 サ ー ビ ス 事 業  

簡 易 水 道  

農 業 集 落 排 水 事 業  

下 水 道 事 業   

特定地域生活排水処理事業 

宅 地 造 成 事 業  

後 期 高 齢 者 医 療  

20,482,567 
3,957,367 
221,712 
1,435,594 
3,926,617 
128,888 
916,048 
500,051 
1,672,781 
30,489 
866 

447,044 
1,007 
2,010 
738 
3 

775 
7,779 
29,138 
2,483 
4,641 

13,286,031 
33,768,598

坊 沢  

綴 子  

　 栄 　  

沢 口  

七 日 市  

米 内 沢  

前 田  

阿 仁 合  

大 阿 仁  

1.5 
△ 0.9 
13.3 

△ 72.1 
7.6 

△ 5.8 
△ 9.7 
6.8 

△ 15.8 
△ 5.9 
△ 82.0 
皆増 
2.0 
0.6 
11.8 

△ 83.3 
30.0 

△ 19.7 
△ 5.5 
△ 37.6 
△ 30.7 
△ 20.3 
△ 8.3

一 般 会 計  

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計 

財
　
　
　
産
　
　
　
区 

区 　 　 　 分  20年度予算額 
19年度予算額 

特 別 会 計 合 計  

増減率％ 

20,170,336 
3,993,200 
195,655 
5,136,500 
3,647,944 
136,796 
1,014,575 
468,235 
1,986,588 
32,405 
4,816 
0 

987 
1,998 
660 
18 
596 
9,683 
30,845 
3,980 
6,700 

16,672,181 
36,842,517

23,381,572 
4,301,654 
382,042 
4,841,126 
4,011,922 
129,616 
797,307 
549,411 
1,884,124 
19,653 
309,192 

0 
28,462 
59,810 
51,988 
1,994 
28,031 
37,424 
134,948 
12,471 
8,791 

17,589,966 
40,971,538

当　初 当　初 現　計 現　計 

合 　 　 　 　 計  

△ 12.4 
△ 8.0 
△ 42.0 
△ 70.3 
△ 2.1 
△ 0.6 
14.9 
△ 9.0 
△ 11.2 
55.1 

△ 99.7 
皆増 
△ 96.5 
△ 96.6 
△ 98.6 
△ 99.8 
△ 97.2 
△ 79.2 
△ 78.4 
△ 80.1 
△ 47.2 
△ 24.5 
△ 17.6

主な事業（一般会計） 主な事業（一般会計） 

平成19年度末各種基金残高見込額 

基金名称 

財政調整基金 

減債基金 

まちづくり基金 

地域福祉基金 

中山間ふるさと水と土保全基金 

森吉山環境保全管理基金 

地域振興基金 

土地開発基金 

国民健康保険財政調整基金 

介護保険財政調整基金 

簡易水道事業減債基金 

農業集落排水事業債償還基金 

高額療養費貸付基金 

奨学金基金 

介護給付費等貸付基金 

特別導入事業基金 

合　　計 

残高見込額 

443,991千円

102,045千円 

74千円 

89千円 

27,375千円 

1,087千円 

2,424,655千円 

486,960千円 

424,684千円 

279,583千円 

90,443千円 

19,241千円 

9,907千円 

37,346千円 

18,000千円 

14,464千円 

4,379,944千円 

歳入項目の用語解説 

国の租税から市に配分された税 

市が徴収する税 

事業等のための市の借入金 

国・県から目的により負担金、補助金、

委託金として交付される支出金 

基金、特別会計からの繰入金 

地方交付税  

市 税  

市 債  

国・県支出金 

 

繰 入 金  

歳出項目の用語解説 

高齢者、障害者、児童福祉など福祉全般

の費用 

市が事業のため借り入れたお金の返済金 

学校、幼稚園、各種教育施設の整備、生

涯学習、公民館などの費用 

職員、庁舎管理、選挙などの費用 

道路等の建設費用 

ゴミ処理、基本健診などの費用 

農林業等の費用 

消防防災などの費用 

商工業振興などの費用 

民 生 費  

 

公 債 費  

教 育 費  

 

総 務 費  

土 木 費  

衛 生 費  

農 林 水 産費  

消 防 費  

商 工 費  

広報広聴費  

移動通信用鉄塔施設整備事業  

市民提案型まちづくり補助金  

秋田内陸線運営事業補助金  

電算費  

自治活動推進費  

農業委員会委員一般選挙費  

知事選挙費  

市長選挙費  

社会福祉協議会補助金  

国民健康保険特別会計繰出金  

介護保険特別会計繰出金  

介護サービス事業特別会計繰出金  

障害者福祉費  

福祉医療給付事業  

老人保健特別会計繰出金  

後期高齢者医療特別会計繰出金  

南鷹巣保育園改築事業補助金及び貸付金  

児童措置費  

母子父子福祉費  

児童福祉施設費  

へき地保育所費  

児童館費  

生活保護費  

保健事業費  

予防費  

母子保健事業費  

地域医療推進費  

浄化槽設置整備事業  

特定地域生活排水処理事業特別会計繰出金  

塵芥処理費  

北秋田市周辺衛生施設組合負担金  

クリーンリサイクルセンター費  

簡易水道特別会計繰出金  

病院事業費  

国民健康保険合川診療所特別会計繰出金  

土作りによる食味・品質向上対策事業  

中山間地域等直接支払交付金事業  

目指せ“元気な担い手”農業夢プラン応援事業  

集落営農推進事業  

農山漁村活性化プロジェクト事業  

農地等の地力再生支援事業  

水稲・大豆の種子購入支援事業  

きのこ原木等購入支援事業  

農山村活力向上モデル事業  

県営担い手育成基盤整備事業  

県営かんがい排水事業  

むらづくり交付金事業  

農業集落排水事業特別会計繰出金  

地籍調査事業  

緑化推進事業  

林道整備事業 

木造公共施設整備事業  

森林整備地域活動支援交付金事業  

造林費  

地域振興事業補助金  

商業活性化総合支援事業費補助金  

中心市街地活性化協力支援事業補助金  

企業誘致対策費  

道路維持費  

道路新設改良費  

都市計画街路事業  

公営住宅整備事業  

下水道事業特別会計繰出金  

高規格救急車整備事業  

防火水槽設置事業  

遠距離通学費補助金  

山村留学センター運営費  

小学校費  

中学校費  

高等学校費  

幼稚園費  

伊勢堂岱遺跡発掘調査事業  

森吉山ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査事業  

公民館費  

保健体育施設費  

学校給食費  

農業施設災害復旧費  

林業施設災害復旧費  

公共土木施設災害復旧費 

19,311 

80,496 

2,400 

62,580 

185,322 

24,880 

22,820 

8,220 

6,207 

66,500 

328,187 

638,546 

112,456 

598,193 

273,641 

55,399 

117,054 

143,109 

687,264 

15,705 

562,465 

14,442 

81,450 

620,501 

91,829 

22,117 

15,452 

18,606 

19,184 

12,793 

98,746 

184,825 

170,836 

191,417 

1,395,208  

8,100 

1,800 

25,731 

19,322 

5,660 

532,850 

6,339 

2,004 

4,725 

2,520 

7,800 

5,250 

80,221 

198,966 

16,262 

3,844 

61,879 

78,803 

31,016 

48,008 

11,000 

6,656 

1,950 

17,424 

360,615 

170,838 

207,465 

13,498 

498,396 

32,150 

8,456 

6,753 

26,474 

333,576 

197,442 

401,910 

24,759 

27,863 

50,142 

133,712 

60,209 

345,705 

9,513 

19,216 

305,167

単位：千円
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第５９回全国植樹祭・６月１５日

 

１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト 

◇ 

記
念
式
典
合
同
練
習 

◇ 

お
野
立
所
建
設
な
ど
取
り
組
み
進
む 

▲100日前イベントでは、本市ならではの自然の恵

みを使った「山菜加工味自慢大会」も行われました 

                 

　
第
59
回
全
国
植
樹
祭
は
、
２
月
12
日
、

東
京
都
で
開
か
れ
た
国
土
緑
化
推
進
機

構
の
特
別
委
員
会
で
実
施
計
画
が
承
認

さ
れ
、
式
典
会
場
の
建
設
、
出
演
者
に

よ
る
合
同
練
習
な
ど
、
開
催
に
向
け
て
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
着
々
と
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
北
秋
田
地
域
振
興
局
で
は
、
同
植
樹

祭
へ
の
関
心
を
段
階
的
に
高
め
よ
う
と
、

３
月
８
日
、
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
、
自
然
環
境
の
保
護
な
ど
を
啓
発

す
る
「
米
代
川
流
域
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
活
動
と
合
わ
せ
、
市
内
外
に
植
樹
祭

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。 

　
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
前
で
行
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
は
じ
め
に
秋
田
市

の
舞
踊
サ
ー
ク
ル
「
ヤ
ー
ト
セ
秋
田
酔

楽
天
」
が
、
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
を
秋

田
音
頭
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
ヤ
ー
ト
セ

踊
り
」
の
演
舞
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

り
ま
し
た
。 

　
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
２
階
大
ホ
ー
ル

を
会
場
に
、
大
館
北
秋
田
森
林
組
合
が

主
催
す
る
「
山
菜
加
工
品
味
自
慢
大
会
」

や
、
世
界
第
２
の
高
峰
「
Ｋ
２
」
日
本

人
初
の
女
性
登
頂
者
と
な
っ
た
秋
田
市

出
身
の
小
松
由
佳
さ
ん
の
記
念
講
演
な

ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
詰
め

掛
け
ま
し
た
。 

   

　
こ
の
う
ち
山
菜
加
工
品
味
自
慢
大
会
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
理
レ
シ
ピ
に
よ
る
家

庭
料
理
の
味
自
慢
大
会
。
北
秋
田
地
方

な
ら
で
は
の
「
自
然
の
恵
み
」
を
使
っ

た
加
工
食
品
の
開
発
を
ね
ら
い
と
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
大
会
に
は
32
人
か
ら
46
品
目
の
応
募

が
あ
り
、
料
理
レ
シ
ピ
に
よ
る
一
次
選

考
を
経
た
７
人
９
品
目
が
こ
の
日
の
二

次
選
考
に
残
り
ま
し
た
。
外
観
、
食
味
、

ア
イ
デ
ア
、
商
品
化
の
可
能
性
な
ど
を

基
準
に
審
査
し
た
結
果
、
最
優
秀
賞
に

は
鈴
木
グ
レ
ン
タ
さ
ん
（
阿
仁
中
村
）、

優
秀
賞
に
若
松
明
子
さ
ん
（
大
館
市
）、

優
秀
賞
に
加
藤
久
子
さ
ん
（
阿
仁
比
立
内
）、

審
査
委
員
長
特
別
賞
に
織
田
カ
チ
エ
さ

ん
（
根
森
田
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
記
念
講
演
の
講
師
を
務
め
た

小
松
さ
ん
は
中
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
国

境
に
あ
る
「
Ｋ
２
」
制
覇
の
体
験
談
を

披
露
し
な
が
ら
、
登
山
と
大
自
然
へ
の

熱
き
思
い
を
語
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
中
で
小
松
さ
ん
は
、「
私
の
山
登

り
の
原
点
は
す
が
す
が
し
い
空
気
と
緑

あ
ふ
れ
る
風
景
。
地
元
秋
田
の
山
々
と

ブ
ナ
の
原
生
林
な
ど
は
宝
物
の
存
在
。

皆
で
愛
し
、
大
切
に
守
り
育
て
て
行
き

ま
し
ょ
う
」
と
、
秋
田
の
自
然
の
豊
か

さ
と
守
り
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

え
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
会
場
に
は
廃
油
石
け
ん

づ
く
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

米
代
川
流
域
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
員
、
竜
森
小
学
校
の
児
童
な
ど
の
、

自
治
会
や
家
族
で
申
し
込
ん
だ
各
グ
ル
ー

プ
が
、
講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
廃

油
と
苛
性
ソ
ー
ダ
な
ど
を
利
用
し
て
作

る
石
け
ん
づ
く
り
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
屋
外
で
は
、
秋
田
杉
の
大
木
に
チ
ェ

ン
ソ
ー
で
彫
刻
す
る
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
の
実
演
が
行
わ
れ
、
何
種
類
も
の
チ
ェ

ン
ソ
ー
を
器
用
に
操
り
、
ふ
く
ろ
う
な

ど
の
形
に
仕
上
げ
る
妙
技
に
、
多
く
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

   

　
式
典
会
場
と
な
る
北
欧
の
杜
公
園
南

側
の
大
芝
生
広
場
で
は
現
在
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
が
ご
臨
席
に
な
る
施
設
「
お

野
立
所
」
と
付
帯
施
設
の
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
式
典
会
場
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
水
と

緑
の
ふ
る
さ
と
・
秋
田
」
。
建
物
や
備

品
に
は
秋
田
杉
な
ど
秋
田
の
多
様
な
木

製
品
が
使
わ
れ
ま
す
。 

　
お
野
立
所
は
、
秋
田
の
伝
統
家
屋
に

見
ら
れ
る
「
中
門
づ
く
り
」
と
呼
ば
れ

る
様
式
で
、
茅
葺
き
の
入
母
屋
式
屋
根

が
特
徴
。
そ
の
両
翼
に
は
来
場
者
席
を

包
み
込
む
よ
う
に
カ
ー
ブ
を
描
い
た
「
秋

田
杉
の
回
廊
」
が
設
け
ら
れ
、
特
別
招

待
者
席
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
野
立
所
は
、
植
樹
祭
終
了
後
も
記

念
施
設
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

　 

 

　
ま
た
、
式
典
で
の
演
奏
、
演
技
、
介

添
え
な
ど
で
出
演
す
る
市
内
各
高
校
・

小
中
学
校
の
合
同
練
習
が
22
・
24
・
25

日
の
３
日
間
、
交
流
セ
ン
タ
ー
や
鷹
巣

中
学
校
な
ど
を
会
場
に
行
わ
れ
、
本
番

に
備
え
ま
し
た
。 

　
22
日
に
は
、
鷹
巣
・
鷹
巣
農
林
・
合
川
・

米
内
沢
の
４
高
校
の
吹
奏
楽
部
が
、
交

流
セ
ン
タ
ー
を
練
習
会
場
に
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
や
「
君
が
代
」
ほ
か
式
典
曲
を
特
訓
し
、

演
奏
技
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
ま

し
た
。 

　
24
日
は
、
式
典
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
出
演
す
る
演
技
隊
と
介
添
え
の
練

習
会
。
市
内
16
小
学
校
の
５
年
生
２
５

５
人
が
参
加
し
、
鷹
巣
体
育
館
（
演
技
隊
）

と
鷹
巣
農
林
高
校
見
本
林
（
介
添
え
）

を
会
場
に
演
技
の
振
り
付
け
、
介
添
え

を
担
当
す
る
心
構
え
や
動
作
を
学
び
ま

し
た
。 

　
ま
た
25
日
に
は
市
内
５
中
学
校
の
２

年
生
３
２
５
人
が
参
加
し
、
合
唱
（
会
場
・

鷹
巣
中
学
校
）
と
介
添
え
（
鷹
巣
農
林

高
校
見
本
林
）
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

　
合
唱
隊
は
会
場
で
、
「
君
が
代
」
や
「
浜

辺
の
歌
」
を
歌
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ 

自
然
の
恵
み
「
山
菜
」
を
活
用 

し
た
料
理
味
自
慢
大
会
も 

建
設
が
は
じ
ま
っ
た
式
典
会
場 

の
シ
ン
ボ
ル
「
お
野
立
所
」 

小
中
高
生
は
、
本
番
に
備
え 

式
典
で
の
役
割
を
合
同
練
習 

式典の基本構成（実施計画より抜粋）

■開会前（7:25～） 
招待者入場 
イベントステージ 
環境デザイントークほか 
■プロローグ（10:20～） 
水と緑のリレーメッセージ 
感謝状の贈呈ほか 
■式典（10:56～） 
天皇皇后両陛下御着 
三旗掲揚・国家斉唱 
主催者あいさつ 
天皇陛下のおことば 
表彰 
苗木の贈呈 
天皇皇后両陛下お手植え・お手撒き 
代表者記念植樹・三世代記念植樹 
アトラクション 
大会宣言 
リレーセレモニー 
天皇皇后両陛下ご退席 
■エピローグ（12:05～） 
太鼓演奏ほか 
昼食 
イベントステージ再開（～15：00） 

▲式典でのアトラクション「秋田の森・川・海

～豊かなめぐみの循環」を練習する市内小学

校の児童（３月24日、鷹巣体育館で） 

▲天皇皇后両陛下のお席となる「お野立所」の建設も進んでいます。茅葺

きの入母屋式屋根が特徴。その両翼には「秋田杉の回廊」が設けられます 

▲全国植樹祭の意義や秋田の森づくりなどに
ついて意見交換する小松由佳さん、寺田知事、
岸部市長（１００日前イベントで） 
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市民提案型まちづくり事業補助金市長日誌ほか

 

　
補
助
対
象
と
な
る
経
費
は
、
事
業
実
施

に
必
要
な
経
費
で
、
団
体
の
事
務
局
経
費

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

  

　
市
民
の
福
祉
の
向
上
及
び
利
益
に
つ

な
が
り
、
公
益
上
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
る
事
業
で
、
以
下
の
要
件
を
満
た
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

①
市
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
こ
と 

②
北
秋
田
市
の
財
源
に
よ
る
他
の
補
助

　
金
等
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
事
業

　
で
あ
る
こ
と 

③
事
業
の
実
施
計
画
及
び
収
支
計
画
が

　
明
確
で
あ
る
こ
と 

④
平
成
20
年
６
月
か
ら
平
成
21
年
３
月

　
末
日
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
事
業
で

　
あ
る
こ
と 

  

　
会
員
が
原
則
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ

る
団
体
で
す
。
法
人
会
員
の
場
合
は
１

法
人
・
１
人
で
計
算
し
ま
す
。 

  

　
同
一
事
業
に
つ
い
て
最
大
連
続
３
回

ま
で
補
助
金
交
付
で
き
ま
す
（
単
年
度

補
助
で
す
の
で
、
毎
年
度
審
査
を
実
施

し
ま
す
）。 

  

　
補
助
額
は
１
０
０
万
円
以
内
（
下
限

を
５
万
円
）
と
し
、
次
に
掲
げ
る
も
の

の
う
ち
最
も
低
い
額
と
し
ま
す
。 

①
１
事
業
当
た
り
、
補
助
対
象
経
費
総

　
額
の
50
％
以
内 

②
補
助
対
象
経
費
の
総
額
か
ら
事
業
収

入
（
入
場
料
、
売
上
金
、
協
賛
金
等
）

を
差
し
引
い
た
額 

  

　
市
民
、
学
識
者
等
で
構
成
す
る
第
三

者
機
関
「
北
秋
田
市
市
民
提
案
型
ま
ち

づ
く
り
事
業
補
助
金
評
価
市
民
委
員
会
」

で
行
い
ま
す
。 

  

　
応
募
書
類
に
よ
り
審
査
し
、
交
付
の

優
先
順
位
等
を
決
定
し
ま
す
。
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
予
定

で
す
（
開
催
日
は
、
応
募
団
体
に
通
知

し
ま
す
）。 

  

　
４
月
１
日
か
ら
５
月
９
日
ま
で 

  

　
応
募
す
る
団
体
は
、
締
切
日
ま
で
に

提
出
書
類
を
受
付
窓
口
（
企
画
部
総
合

政
策
課
本
庁
舎
２
階
）
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
提
出
書
類
の
様
式
を
含
む
募
集

要
項
は
、
受
付
窓
口
に
請
求
く
だ
さ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。 

補
助
の
対
象

 

補
助
額 

実
施
す
る
事
業
の
要
件 

審
査
機
関 

審
査
方
法 

　
北
秋
田
市
で
は
、
行
政
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
行
政
と
地
域
社
会
及
び
市
民
が
協
働

し
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
補
助
金
は
、
そ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
一
環
と
し
て
、
市
民
団
体
が
自
主
・

自
発
的
に
行
う
、
北
秋
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
事
業
に
対
し
て
、
事
業
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
で
す
。
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

補
助
を
受
け
る
団
体
の
要
件 

交
付
回
数
の
限
度 

募
集
受
付
・
相
談
期
間 

申
し
込
み 

問い合わせ 

企画部総合政策課 

　　�６２－６６０６ 

昨年のプレゼンテーションの様子 

昨年度の補助対象事業は以下の７団体です 

あそび体験活動ボランティア「この指と～まれ」 

北欧の杜ウィンターゲーム実行委員会 

コールもりよし合唱団 

まつたけ林業育成会 

女声合唱団る・それいゆ 

今泉自治会 

異人館倶楽部 

団　　体　　名 

あそび体験イベントの開催 

北欧の杜ウィンターゲームの開催 

もりよし合唱祭の開催 

まつたけ祭りの開催 

座布とんコンサートの開催 

スギッチの電飾と菅江真澄の松 

産業遺産旧阿仁鉱山フォーラム 

事 業 内 容  

 

道
路
特
定
財
源
の
確
保
を
求
め
る 

大
会
決
議
を
行
っ
た
総
決
起
集
会 

　
大
館
商
工
会
議
所
ほ
か
大
館
北
秋
、
鹿
角
、
能
代
山
本
地
区
の
商
工
会
連
合
組
織
主
催
の
「
道
路

特
定
財
源
の
確
保
を
求
め
る
総
決
起
大
会
」
が
３
月
９
日
、
関
係
者
や
市
民
な
ど
お
よ
そ
３
０
０
名

が
参
加
し
て
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
地
域
の
経
済
的
発
展
と
生
活
を
守
る
た
め
の
道
路
特
定

財
源
は
欠
か
せ
な
い
と
す
る
意
見
発
表
や
大
会
決
議
の
採
択
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

◇
３
月
１
日
〜
15
日 

市
長
日
誌 

３
日
（
月
）
▽
市
立
合
川
高
等
学
校
卒
業
式
に
出
席
（
合
川

高
校
）
▽
米
内
沢
病
院
用
務
で
秋
田
大
学
附
属

病
院
を
訪
問
（
秋
田
大
学
附
属
病
院
） 

５
日
（
水
）
▽
あ
き
た
バ
イ
オ
燃
料
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
（
交

流
セ
ン
タ
ー
）
▽
第
２
回
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健

医
療
福
祉
協
議
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

８
日
（
土
）
▽
全
国
植
樹
祭
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
記
念
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
出
席 

（
県
立
北
欧
の
杜
公
園
） 

９
日
（
日
）
▽
道
路
特
定
財
源
の
確
保
を
求
め
る
総
決
起
集

会
に
出
席
（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

11
日
（
火
）
▽
産
声
の
聞
こ
え
る
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
来
市
の
社
民
党
福
島
瑞
穂
党
首
と
意
見
交
換

（
市
役
所
大
会
議
室
）

▽
平
成
20
年
北
秋

田
市
議
会
３
月
定

例
会
一
般
質
問 

　
　
　
　
　（
議
事
堂
） 

12
日
（
水
）
▽
平
成
20
年
北
秋

田
市
議
会
３
月
定

例
会
一
般
質
問 

　
　
　
　
　（
議
事
堂
） 

　
３
月
定
例
会
一
般
質
問
に
て 

答
弁
す
る
岸
部
市
長 

▼ 　  

  

　 　
主
催
者
を
代
表
し
て
大
館
商
工
会
議
所
の
虻
川
東

雄
会
頭
が
「
県
北
地
域
に
と
っ
て
は
財
源
を
確
保
し

た
上
で
の
道
路
整
備
が
不
可
欠
。
地
域
住
民
が
一
致

団
結
し
て
暫
定
課
税
の
維
持
を
求
め
て
行
こ
う
」
と

あ
い
さ
つ
を
行
な
っ
た
後
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

西
村
哲
男
秋
田
県
副
知
事
、
津
谷
永
光
県
議
会
議
員
、

岸
部
陞
北
秋
田
市
長
ら

が
そ
れ
ぞ
れ
「
県
勢
発

展
に
道
路
整
備
は
欠
か

せ
な
い
。
地
方
の
道
路

整
備
は
国
で
責
任
を
持

つ
べ
き
」
、
「
日
沿
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
が
ど
う
し
て
も
必
要
」、

「
都
市
整
備
だ
け
の
道
路

で
な
く
地
方
存
続
の
た

め
の
道
路
整
備
が
喫
緊

の
課
題
」
な
ど
と
、
地

方
の
道
路
整
備
政
策
の

推
進
を
国
に
求
め
る
必

要
性
を
述
べ
ま
し
た
。 

   

　
県
北
地
域
の
住
民
か
ら
の
意
見
発
表
で
は
、
鈴
木

正
幸
さ
ん
（
北
秋
田
市
）、
安
保
朗
さ
ん
（
鹿
角
市
）、

鳥
潟
功
さ
ん
（
大
館
市
）、
佐
々
木
美
智
子
さ
ん
（
八

峰
町
）
の
４
人
か
ら
自
治
会
運
営
や
住
民
活
動
、
事

業
経
営
な
ど
の
立
場
か
ら
、
道
路
等
の
整
備
促
進
を

必
要
と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
鹿
角
市
で
保
険
関
連
の
事
業
な
ど
を

営
む
安
保
さ
ん
は
、
「
橋
の
老
朽
化
に
予
算
対
応
が

で
き
な
い
実
例
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
る
。
財
源

が
無
く
な
れ
ば
生
活
を
維
持
す
る
だ
け
の
道
路
整
備

さ
え
も
危
う
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ガ
ソ
リ
ン
が

安
く
な
っ
た
と
し
て
も
そ
の
先
の
暮
ら
し
の
安
心
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
」
と
、
高
速

道
路
な
ど
の
建
設
促
進
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
暮
ら

し
に
身
近
な
最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ
確
保
に
も
陰
り
が

出
そ
う
、
と
の
不
安
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

　
大
会
最
後
に
は
、
政
府
ほ
か
国
の
関
係
機
関
に
、

平
成
20
年
度
以
降
も
道
路
特
定
財
源
を
確
保
し
た
上

で
、
地
方
へ
の
道
路
整
備
を
確
実
に
行
う
旨
を
求
め

る
決
議
を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
、
参
加
者
全
員
で

の
「
頑
張
ろ
う
三
唱
」
を
行
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。 

 

地
方
存
続
の
た
め
の 

　
　
　
　
道
路
整
備
が
喫
緊
課
題 

暮
ら
し
の
安
心
、 

　
　
　
　
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
陰
り 
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森
吉
の
発
掘
調
査
を
語
る
会
が
３
月
22
日
、
森
吉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
発

掘
調
査
に
携
わ
っ
た
約
60
名
が
参
加
し
、
調
査
の
喜

び
や
苦
労
を
語
り
、
思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。 

　
森
吉
山
ダ
ム
建
設
に
係
る
発
掘
調
査
は
平
成
７
年

か
ら
始
ま
り
、
今
ま
で
に
51
ヶ
所
の
遺
跡
が
調
査
さ

れ
、
旧
石
器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
の
遺

物
や
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
出
土
し
た
遺
物
の
量
は
、

コ
ン
テ
ナ
ケ
ー
ス
で
約
８
千
箱
分
に
も
な
り
ま
す
。 

　
発
掘
さ
れ
た
遺
物
や
遺
構
に
は
、
１
万
年
以
上
前

の
生
活
の
痕
跡
が
色
濃
く
残
さ
れ
、
当
時
の
森
吉
山

の
懐
に
抱
か
れ
た
山
間
の
地
で
山
川
の
恵
み
を
享
受

し
、
外
の
地
域
と
共
通
し
た
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て

い
た
様
子
が
伺
え
ま
す
。 

　
住
宅
火
災
警
報
器
設
置
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用

し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
が
３
月
７
日
、

吉
田
分
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
講
習
会
は
、
火
災
の
早
期
発
見
、
死
傷
者
の

抑
制
の
た
め
平
成
23
年
５
月
末
ま
で
に
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
、
啓
発
の

た
め
市
消
防
本
部
阿
仁
分
署
が
開
催
し
た
も
の
。 

　
実
際
に
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
１
階
部
分
で
煙
を
発
生

さ
せ
、
２
階
階
段
の
感
知
器
が
煙
を
感
知
す
る
の
を

見
て
、
参
加
し
た
約
30
名
の
住
民
ら
は
、
各
地
で
火

災
に
よ
る
死
者
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
早
速

警
報
器
を
注
文
し
て
取
り
付
け
な
け
れ
ば
」
と
、
住

宅
火
災
の
恐
ろ
し
さ
と
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
必

要
性
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
ど
行
な
わ
れ
た
全
国
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
生
産

協
議
会
の
品
評
会
で
、
佐
藤
哲
也
（
鶴
田
）
さ
ん
が

金
賞
、
武
石
恒
夫
（
日
栄
）
さ
ん
が
銀
賞
、
金
隆
三

（
本
城
）
さ
ん
、
九
嶋
善
一
（
鶴
田
）
さ
ん
が
銅
賞

と
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

　
米
内
沢
地
区
で
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を
栽
培
し
て
い
る

農
家
は
４
農
家
で
、
元
々
は
原
木
を
使
用
し
て
の
シ

イ
タ
ケ
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
労
力
の
軽
減

や
シ
イ
タ
ケ
の
肉
厚
、
食
味
の
良
さ
か
ら
菌
床
シ
イ

タ
ケ
に
経
営
を
転
換
。
１
農
家
約
６
〜
７
千
床
で
稲

作
期
間
が
終
わ
る
10
月
か
ら
３
月
末
ま
で
シ
イ
タ
ケ

を
採
取
し
て
い
ま
す
。 

　
金
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
さ
ん
は
「
今
後
、
地
元
の

栽
培
農
家
を
増
や
し
、
菌
床
シ
イ
タ
ケ
を
も
っ
と
全

国
に
広
め
た
い
」
と
豊
富
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
春
彼
岸
の
中
日
に
あ
た
る
３
月
20
日
夜
、
合
川
・

下
小
阿
仁
川
流
域
の
各
地
区
で
伝
統
行
事
「
万
灯
火
」

が
行
わ
れ
、
迎
え
火
の
放
列
が
残
雪
の
山
間
に
浮
か

び
上
が
り
ま
し
た
。 

　
万
灯
火
は
、
墓
地
の
他
、
山
の
尾
根
づ
た
い
や
沢

づ
た
い
、
川
原
で
た
い
ま
つ
を
灯
し
、
精
霊
が
そ
の

火
を
道
し
る
べ
と
し
て
家
々
に
舞
い
戻
り
子
孫
の
も

て
な
し
を
受
け
る
と
さ
れ
、
豊
年
満
作
、
家
内
安
全

を
祈
願
し
ま
す
。 

　
最
近
で
は
、
「
ま
と
び
」
、
「
中
日
」
の
火
文
字
や
、

回
転
式
の
車
万
灯
火
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
仕
掛
け

も
登
場
し
、
万
灯
火
を
一
目
見
よ
う
と
遠
方
か
ら
訪

れ
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。 

上
　
郷
土
料
理
を
生
か
す
心
意
気
と
調
理
技
術
を
学
ん
だ
調
理
実
演 

下
　
山
の
芋
を
は
じ
め
郷
土
の
食
材
の
魅
力
に
つ
い
て
の
意
見
交
換 

 
ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ミ
ナ
ー
が
３
月
17
日
、
市
内

の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
野
菜
生
産
農
家
、
料
理
店
経
営

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
地
域
の
食
材
を
使
っ

た
調
理
講
習
会
や
座
談
会
な
ど
で
、
観
光
素
材
と
し
て

の
「
食
」
の
あ
り
方
を
探
り
ま
し
た
。 

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
滞
在
型
・
体
験
型
観
光
を
推
進
し
て

い
る
北
秋
田
地
域
振
興
局
が
、
誘
客
手
段
と
し
て
重
要

な
「
食
」
の
部
分
に
着
目
し
、
大
館
・
北
秋
田
地
域
の

郷
土
食
材
の
魅
力
を
和
食
料
理
人
の
調
理
技
術
を
学
ぶ

こ
と
で
地
元
の
食
材
を
再
認
識
し
、
商
品
開
発
や
地
域

振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

　
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張
で
和

食
料
理
長
を
務
め
る
井
川
比
呂
志
さ
ん
の
調
理
実
演
と
、

市
民
が
井
川
さ
ん
と
郷
土
料
理
の
魅
力
な
ど
を
語
り
合

う
座
談
会
の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、

北
秋
田
森
林
組
合
の
関
係
者
、
野
菜
生
産
農
家
、
料
理

店
・
仕
出
し
店
の
経
営
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
調
理
実
演
で
井
川
さ
ん
は
、
「
比
内
地
鶏
の
山
の
芋

蒸
し
山
菜
添
え
」「
山
の
芋
と
ベ
イ
ナ
ス
の
揚
げ
出
し
」

の
２
品
を
調
理
。
下
ご
し
ら
え
か
ら
味
付
け
、
盛
り
付

け
な
ど
各
段
階
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
加
え
な
が
ら
、

郷
土
料
理
を
生
か
す
心
意
気
と
調
理
技
術
を
伝
え
、
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。  

　
続
い
て
行
わ
れ
た
「
持
ち
寄
り
郷
土
料
理
を
囲
ん
で

座
談
会
」
で
は
、
地
元
・
鷹
巣
地
域
で
山
の
芋
の
生
産

と
販
売
に
関
わ
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
婦
人
部
の
主
婦

ら
６
名
が
講
師
を
囲
ん
で
、
山
の
芋
の
上
手
な
調
理
方

法
や
販
売
促
進
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
な
い
、

井
川
氏
は
「
郷
土
料
理
の
良
さ

は
、
足
元
で
は
分
か
ら
ず
外
へ

出
さ
れ
て
そ
の
値
打
ち
が
出
て

く
る
」
な
ど
と
述
べ
、
特
産
品

は
地
元
で
愛
さ
れ
て
は
じ
め
て

外
へ
向
か
っ
て
成
長
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。
ま

た
、
「
よ
い
も
の
は
地
元
の
皆

さ
ん
が
こ
よ
な
く
愛
し
、
い
い

素
材
に
し
て
い
い
調
理
品
に
仕

上
げ
て
い
く
地
道
な
努
力
が
大

切
。
こ
れ
か
ら
も
自
身
を
持
っ

て
生
産
に
、
販
路
拡
大
に
精
を

出
し
て
ほ
し
い
」
と
熱
い
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

職員手作りのモデルハウスで住宅用火災警報器 
の必要性を訴えた講習会 

入賞した菌床シイタケ栽培農家のみなさん（前列左から 
佐藤さん、九嶋さん、後列右から金さん、武石さん） 

芹沢地区で行なわれた「万灯火」。８月14日には 
合川橋付近で「合川まと火」が行われます 

13年間の発掘調査の歴史をスライドで上映し、 
思い出を振り返った語る会 
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教育委員会 
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地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 
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　平成１９年度

中央・鷹巣地区

公民館合同閉講

のつどいが３月

７日、定期講座受

講生１７０人の参加

のもと、中央公民館ホー

ルで開催されました。 

　発表部門では中央「古文書塾」受講生の工藤正吉

さん、中央「ふるさと探訪」受講生の白川正信さん、

中央「ハツラツ健康倶楽部」受講生の長タイさんに

今年度講座を受講した動機や活動を通しての感想な

どを語っていただきました。 

　交流会に入ってからの演示部門では計６団体が活

動の成果を披露。中央公民館「エアロビクス」をトッ

プバッターに、各地区館が、「健康ダンス講座・舞踊

（沢口）」、「唱歌を楽しむ講座（綴子）」、「着付け講座

（七日市）」、「健康ダンス講座・レクリエーションダ

ンス（沢口）」、「太田移動講座・健康体操（栄）」を

披露し、最後に客席と一緒に健康体操でリフレッシュ

し、演示部門を締めくくりました。 

　各講座受講生が１年間学んだ成果を披露し合い、

会場は、ステージと客席が一体となって和やかなムー

ドに包み込まれていました。 

学んだ成果を存分に発揮して

中央・鷹巣地区公民館合同閉講のつどい 

春を呼ぶ「前田文化交流会」

　前田文化交流会が３月９日、「四季美館」で開催

され、出演した地区ゆかりの出演者が多彩なステー

ジで約２００人の来場者を楽しませました。 

　交流会は、前田地区集落会長や公民館関係者など

でつくる実行委員会（春日正一委員長）が、市の「地

域芸術文化活動資金」を活用して開催したものです。 

　出演したのは、アマチュアバンド「スプリング☆

フォー」「日舞鳳扇会」「民謡教授柏木妙子民謡教室」

の３団体。いずれにも前田地区出身者（落合秀春さん、

三浦靖さん、柏木妙子さん）がいるとあって、特に

地元前田地区から多くの来場者が詰め掛けました。 

　ステージではスプリング☆フォーのバンド演奏を

皮切りに、歌や踊りの熱演が繰り広げられ、観衆も

それに応えて手拍子を送るなど、ステージと一体と

なって交流していました。 

　昨年９月の豪雨災害で被害を受けた地区住民の多

くからも「とても楽しかった」との声が聞かれました。 

▼ 

　
あ
で
や
か
に
変
身
し
た
七
日
市
公

民
館
「
着
付
け
講
座
」
の
受
講
生 

▼ 

　
見
る
側
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

栄
公
民
館
太
田
移
動
講
座
「
健
康
体
操
」 

▼ 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
前
田
地
区
出
身
者
が

出
演
し
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た 

 

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
小
学
校
児
童
の
放
課
後
の
安

全
・
安
心
な
居
場
所
の
確
保
と
、
遊
び
な
ど
の
活
動
や
交

流
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
形
成
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
次
の
方
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
若
干
名
） 

　
指
導
員
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
教
室
の
運
営
ア

ド
バ
イ
ス
等
を
行
い
ま
す
。 

▼
指
導
員（
若
干
名
） 

　
教
室
で
子
供
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、
体
験
活
動
の
指
導
、

安
全
管
理
を
行
い
ま
す
。 

活
動
場
所
　
各
児
童
館
、
公
民
館
、
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど 

活
動
時
間
　
週
に
１
〜
２
回
、
放
課
後
２
〜
３
時
間
程
度
。 

資
格
　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
好
き
で
活
動
場
所

ま
で
通
え
る
方
。 

待
遇
　
規
定
に
よ
り
謝
礼
を
お
支
払
い
し
ま
す
。 

◎
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
�

62-

６
６
１
８ 

  

高 鷹 大 学

受講生募集

平成２０年度

　何でもいいから、好きなこと。１つでもい

いから、夢中になれること。挑戦しましょう、

生きがいを持つために。 

 　高鷹大学では、現在約４００名の受講生が｢生き

がい｣を持って学習しています。 

▲活動と交流を通し、子どもた

ちの人間形成に寄与できます 

　
鷹
巣
地
区
の
「
高
鷹
大
学
」
の
卒
業
・
閉
講
式
が

３
月
14
日
、
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
高
鷹
大
学
で
は
、
大
学
課
程
４
年
、
大
学
院
課
程

４
年
を
終
了
後
、
研
究
生
と
し
て
学
び
続
け
る
こ
と

が
で
き
、
今
年
度
は
３
４
９
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
課
程
、
大
学
院
課
程
の
そ
れ
ぞ
れ
の
４
年
生

が
卒
業
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
53
名
に

総
長
の
三
澤
仁
教
育
長
か
ら
卒
業
証
書
が
、
ま
た
年

間
の
全
体
講
座
・
ク
ラ
ブ
活
動
に
休
ま
ず
出
席
し
た

受
講
生
47
名
に
皆
勤
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
大
学
課
程
４
年
の
宇
佐
美
慧
さ
ん

が
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
秋
田
県
健
康
環
境
セ
ン
タ
ー
保
健
衛

生
部
地
域
保
健

班
研
究
員
の
張

勇
（
ち
ょ
う
・
ゆ

う
）
氏
に
よ
る
記

念
講
演
「
『
が
ん

は
予
防
で
き
る
』

〜
が
ん
予
防
最

前
線
の
情
報
」

を
聴
講
し
、
学

習
を
深
め
ま
し
た
。 

◇年７回の全体講座

があります。 

（講演、見学等） 

◇クラブ活動があり、

１人１クラブに入部

できます。 

（詩吟・陶芸・歌謡・習字・

ちぎり絵・俳句・歩こう・園芸・写真・グラウンドゴ

ルフ・ふるさと研究・大正琴・健康・ゲートボール・

ユニカール・レクリエーションダンス）※申し込み

人数によっては実施できない場合もあります。 

◇運営費として1,000円を申し込み時にいただき

ます。 

◇受付　４月１日（火）～18日（金）※厳守 

■お申込み・お問合せ 

　教育委員会生涯学習課   �６２－６６１８ 

５５歳以上の

方ならどなたでも受講

できます

こ う　　よ う 

全体講座「市内探訪」 

　
卒
業
生
代
表
と
し
て
あ
い
さ
つ

す
る
宇
佐
美
慧
さ
ん（
大
学
４
年

課
程
） 

▲ 

さ
と
し 

　長タイさんに受講生としての感

　想を語っていただきました 

▲
 

前田公民館「地域芸術文化活動事業」 
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INFORMATION お知らせ INFORMATION お知らせ 

■公民館 
中央公民館　　      �６２－１１３０ 

【ロビー展】　鷹巣絵画クラブ 

４・12（土）「トライあんぐる」 

　　　　　　　　　　＝９:00～12:00 

合川公民館　　      �７８－２１１４ 

【ロビー展】　冥心書道塾（～５日） 

　　　　　　木戸石婦人会（７日～） 

森吉公民館　　      �７２－３２５９ 

【サロン展】　米内沢書友の会（１日～30日） 

６（日）～13（日）金家のお雛様展（本城公

民館）＝10:00～12:00　13：00～15：00 

阿仁公民館　　      �８２－２２２０ 

【ロビー展】　樹脂粘土フラワー 

６（日）阿仁地区婦人会総会 

　　　　　　　　　　＝10:00～15:00 

■文化会館
▼19（土）おはなしでてこい＝14:00～ 

■みちのく子供風土記館
▼４（金）～６（日）金森喜美子押絵遺作

展＝10:00～17：00（最終日は16：00

まで）＝入場無料 

■スポーツ
▼19（土）第46回河田杯マラソン・大館

北秋田ロードレース大会 

▼19（土）・20（日）村田兆治の野球教室＝

中央公園野球場 

 

  

■
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会 

日
時
　
４
月
10
日
〜
６
月
26
日 

　
　
　
毎
週
木
曜
日
　
19
時
〜
21
時 

場
所
　
中
央
公
民
館
、
交
流
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
藤
島
　
浩
さ
ん 

　
　
　（
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
） 

内
容
　
ブ
ル
ー
ス
、
ワ
ル
ツ
、
ジ
ル
バ 

対
象
　
一
般
市
民
　
参
加
費
　
無
料 

申
込
み
・
問
合
せ 

　
　
中
央
公
民
館
　
�

62-

１
１
３
０ 

　
　
す
ず
ら
ん
の
会
（
福
原
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
�

62-

４
９
０
８ 

  

■
母
子
健
康
手
帳
交
付《
４
月
》 

時
間
　
9
時
30
分
〜
11
時
30
分 

日
程
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
７
日
、
21
日

28
日
／
森
吉
支
所
▽
14
日
／
合
川
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
25
日
／
阿
仁
支
所
▽
18
日
 

※
手
続
に
50
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
 

■
健
康
相
談《
４
月
》 

時
間
　
9
時
30
分
〜
11
時
30
分 

日
程
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
９
日（
水
） 

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
３
日（
木
） 

　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
10
日（
木
） 

　
阿
仁
支
所
　
　
　
　
　
　
10
日（
木
） 

内
容
　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等 

持
参
　
健
康
手
帳 

※
な
い
方
に
は
相
談
時
に
お
渡
し
し
ま
す
 

■
献
血
日
程 

４
月
２
日（
水
）　
全
血 

▼
10
時
〜
11
時
30
分
＝
も
ろ
び
苑 

▼
12
時
〜
13
時
30
分
＝
山
水
荘 

▼
14
時
30
分
〜
16
時
＝
阿
仁
支
所 

４
月
14
日（
月
）　
全
血 

▼
10
時
〜
12
時
＝
い
と
く
鷹
巣
南
店 

▼
13
時
〜
14
時
＝ 

　
　
　
　
　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校 

▼
15
時
〜
16
時
30
分
＝ 

　
　
　
　
　
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
） 

日
時
　
４
月
18
日（
金
）　
18
時
〜
20
時 

場
所
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
７
月
〜
９
月
出
産
予
定
の
方 

　
　
　
及
び
そ
の
家
族 

内
容
　
調
理
実
習
・
パ
パ
妊
婦
体
験
等 

持
参
　
母
子
健
康
手
帳 

申
込
締
切
　
４
月
11
日（
金
）※
申
込
必
要 

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
） 

期
日
　
４
月
18
日（
金
） 

受
付
　
13
時
〜
13
時
30
分 

場
所
　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
 

持
参
　
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票 

■
精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健
相

談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談（
要
予
約
） 

期
日
　
４
月
17
日（
木
） 

場
所
　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
2
階
相
談
室
 

受
付
時
間
　
15
時
〜
16
時
　 

相
談
時
間
　
15
時
〜
17
時 

相
談
医
師
　
保
健
所
嘱
託
医 

問
合
せ
・
申
込
み
　 

　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
　 

　
　
　
　
　
　
�

62-

１
１
６
５ 

■
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
対
策
の 

　
加
入
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す 

対
象
農
業
者
　
「
意
欲
と
能
力
の
あ
る

担
い
手
」
認
定
農
業
者
（
４
ha
）
、
集
落

営
農
組
織
（
20 
ha
）
※
経
営
規
模
要
件
に

は
、
中
山
間
地
域
の
地
域
特
例
や
所
得

特
例
等
の
ほ
か
、
市
町
村
の
特
認
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

加
入
手
続
き
　
４
月
１
日
〜
６
月
30
日
 

問
合
せ
・
申
込
み
　
秋
田
農
政
事
務
所

　
�

０
１
８-

８
６
２-

５
７
２
０ 

 

お
知
ら
せ 

健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

62-

６
６
６
６ 

問 

 

 

　平成20年度北秋田市成人検診日

程表が広報と同時に各家庭に配布さ

れておりますが、各検診の対象の方

には個人通知もいたしますので、健

康管理の第１歩として是非受診しま

しょう。 また、今年度からは生活

習慣病対策として特定健診が開始さ

れます。（３月16日号広報）気づか

ないメタボリックシンドロームを特

定健診で見つけましょう。 

問合せ　市保健センター 

　　　　　　　�６２－６６６６ 

　社会保険庁では、約5000万件の未統合記録と基礎年金番号で管理

されている記録との名寄せ（氏名、性別及び生年月日の突合せ）等を

おこなった後、12月から、記録が年金に結びつく可能性がある方、

その他の年金受給者、現役加入者の順番で、加入期間及び加入履歴

を記載した「ねんきん特別便」を送付しています。 

１．住所変更の届出がお済みでない方は… 

社会保険庁にお届けいただいている住所が現住所と違っている方に

は「ねんきん特別便」をお届けできない場合があります。ご住所の訂

正（変更）は、ご自身による手続きが必要となりますので、お手数で

すが下記のいずれかの窓口へ住所変更の手続きをお願いいたします。 

▼国民年金に加入している方は、市役所保険課国民年金担当窓口へ 

▼厚生年金に加入している方やその被扶養配偶者の方は、厚生年金

加入者の方のお勤め先の社会保険担当者の方 

▼年金を受給されている方は、鷹巣社会保険事務所へ 

２．結婚等で名字が変わった方は 

名寄せにより結び付く可能性のある記録を探すためにも、お手持

ちの古い年金手帳をご確認いただき、氏名変更のお届けがなされ

ていない方は、変更の届出をお急ぎくださいますようお願いします。 

３．「ねんきん特別便」が届いた方は 

「ねんきん特別便」では、社会保険庁が把握している加入記録を

お知らせしています。ご自身の記録にもれがないか十分にご確

認いただき、訂正がない場合には同封の「確認はがき」を、訂

正がある場合には「年金加入記録照会票」を、必ず提出してい

ただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

◎問合せ　鷹巣社会保険事務所　�６２－１４９０ 

成人検診が始まります ねんきん特別便～大切な記録を届けます～ 

　４月１日、鷹巣町商工会、阿仁森

吉商工会、合川町商工会が合併し、

新たに「北秋田市商工会」が発足します。

新商工会の基本テーマは「活力ある

産業の創造」。地域から頼られる商

工会を目指し、本所及び３支所を拠

点として活動が始まります。各事業

所の所在地等は次のとおりです（旧

商工会の本所及び支所と同じです）。 

■本　　所　住吉町12-18 �62-1850 

▽合川支所 

　新田目字大野80-1　　　�78-2346 

▽森吉支所 

　米内沢字寺の下20-3　　�72-3149 

▽阿仁支所 

　阿仁銀山字下新町119-4 �82-2206 

北秋田市商工会が発足 

お詫びと訂正《金属・ガラスのごみの出し方について》 

　広報３月16日号で『金属・ガラスを市指定の燃やせない袋等に入

れた場合、その袋を後で集積所に取りに行って下さい』と説明しま

したが、市指定の燃やせない袋に入れた場合取りに行く必要はあり

ません。お詫びして訂正します。 

◎問合せ　生活環境課　�６２－１１１０ 

春のクリーンアップ 

　昨年の「国体」に引き続き今年は、

「全国植樹祭」が開催されます。市

民総参加でまちをきれいにしまし

ょう。（実施時期については、雪解

け具合により変更の場合があります。

詳細は次号でお知らせいたします） 

４月20日（日）　早朝１時間 
　各種有料施設の利用期間並びに利用

時間について下記のとおり行います。 

オートキャンプ場 

　期間　４月19日～11月３日 

　時間　宿泊　　13：00～翌11：00 

　　　　日帰り　10：00～16：00 

パークゴルフ場及びテニスコート、自転車 

　期間　４月19日～11月30日 

　時間　４月～10月　9：00～17：00 

　　　　11月　　　　9：00～16：00 

問合せ　北欧の杜公園事務所 

　　　　　　　�７８－３３００ 

北欧の杜公園有料施設オープン 

平成20年6月15日開催 

第59回 全 国 植 樹 祭 
テーマ

「手をつなごう�
���　森と水とわたしたち」

会場　北秋田市 

　　「北欧の杜公園」 
森
っ
ち 

植
樹
祭
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク 
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（診療時間 午後６：３０～９：００） 

■次の事項をご確認ください 

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する

方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受ける

場合は、診療に応じかねます。 

▼往診はしていません。年齢・病気の病状にか

かわらず事前に当番医に電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

お
二
人
の
前
途
を 

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す 

津

谷

　

亮

 

黒

田

春
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り
ょ
う
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る
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さ
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さ
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坊
沢
相
善
町
 

大

館

市

 

（ 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

お
誕
生
お
め
で
と
う
 

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す
 

柴

田

桜
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嶋

理
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淡

路

真

子

 
 

戸
嶋
晃
太
郎
  

佐

藤

日

織

 
 

佐

藤

敬

翔

 

佐

藤

健

太

  

糠

沢

 

坊
沢
相
善
町

 

花
園
町
 

高
野
尻
 

高
野
尻
 

小

田

 

巻

渕

  

長
女
 

二
女
 

長
女
 

長
男
 

長
女
 

長
男
 

長
男
 

諒
 

政
志
 

雅
洋
 

英
樹
 

淳
一
 

敬
太
 

学
 

望
 

留
美
子
 

純
子
 

翠
 

知
加
子
 

幸
子
 

貴
子
 

さ

く

ら

 

り
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ま

こ

 

こ
う
た
ろ
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ひ

お
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た

か

と
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ん
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ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
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慶
弔
だ
よ
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３
月
1
日
〜
15
日
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石

田

秀

勝

  

渡
部
ス
ヱ
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布
袋
屋
豊
治  

戸
澤
カ
ツ
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金

田

貞

藏

  

亀

山

　

喬

 

小

塚

　

務

 

東

横

町

 

南
鷹
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花
園
町 

南
田
中 

前

山

 

松
葉
町 

太

田

 

舟

場
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た
か
し
 

あ

ゆ
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さ
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さ
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青
森
県
鶴
田
町
 

（ 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15

曜 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

電話番号 

62－1155 

63－0105 

62－1455 

69－5300 

62－2261 

63－0515 

63－2700 

60－1055 

62－1101 

62－1146 

62－1455 

62－1400 

62－2882 

63－0105 

69－7311

医 療 機 関 名  

近 藤 医 院  

佐々木産婦人科医院  

北 秋 中 央 病 院  

毛利整形外科クリニック 

津 谷 内 科  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

たむら内科クリニック 

う え だ ク リ ニ ッ ク  

盛 岡 外 科 医 院  

奈 良 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

石川耳鼻咽喉科医院  

藤 原 医 院  

佐々木産婦人科医院  

児玉内科クリニック  

市立　　　図書館 

上杉あいターミナル　  �７８－９２９０ 

開館時間９：００～１７：００　 

ひまわりの家　　　　 �７８－４０２５ 

鷹　巣 
森　吉 

鷹巣 �６２－３３１１ 

開館時間９：００ ～１７：００ 

森吉 �７２－３１９２ 

開館時間８：３０ ～１９：００ 

２、９、１６、２０、２３、２９、３０日 

５、６、１２、１３、１９、２０、２６、２７、２８、２９、３０日 

４、１４、２１、２８日 

４月の休館日  

 

　４月１日から平成20年度固定資産税の土地・家屋価格等

縦覧帳簿の縦覧ができます。 

期　間　４月１日～６月１日（土、日、祝祭日を除く） 

時　間　午前８時30分～午後５時15分 

場　所　本庁税務課及び各支所企画総務課 

縦覧できる方　 

　市内に所在する土地、家屋を有する固定資産税の納税者 

　及び納税管理人、またはその代理人 

持参するもの　 

　○印鑑または本人と確認できるもの 

　　（納税通知書、運転免許証など） 

　○代理人の場合は委任状 

◎問合せ　本庁税務課資産税担当　　�６２－１１１６ 

　　　　　及び各支所企画総務課 

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧ができます 
　森吉地区本城の金家は戦前まで100町歩

の田畑をもつ大地主でした。また、現在の

邸宅は国の登録文化財に指定されております。 

　この度、明治の後期に京都から購入した

と言われるお雛様（金和彦さん所有）を旧暦

の３月３日（４月８日）にあわせて公開します。

この機会にぜひご覧ください。 

日　時　４月６日（日）～13日（日） 

　　　　10:00～12:00 13:00～15:00 

場　所　金家和館２階（本城公民館） 

　　　　北秋田市本城字館の下１９２ 

　　　　※入場無料 

問合せ　生涯学習課　�６２－６６１８ 

金家のお雛様展

市営住宅入居者募集
サンコーポラスなかたい住宅（鷹巣字東中岱51-1） 

　鉄筋コンクリート造５階建 ３ＤＫ（４階部分） 

　家賃　43,100円　駐車場使用料　3,000円/台 

　※単身での申し込みはできません 

　※駐車場の使用原則１世帯につき１台となります 

募集戸数　２戸　敷金　家賃の３ヵ月分 

駐車場保証料　使用料の３ヶ月分 

入居資格　収入基準を満たすこと（200,000円

超601,000円以下）／住宅に困窮していること

が明らかなこと／租税公課を滞納していないこ

と／その他、窓口にて簡単な調査があります 

申込方法　市都市計画課及び各支所まで 

募集期間　４月２日（水）～11日（金） 

　　　　　【但し土日を除く】 

問合せ　　都市計画課　�６２－６６４１ 
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　市では、次の施設で「指定管理者」を募集します。指定を希望

される団体等は、指定期間内に所定の申請書を提出してください。 

～募集内容～ 

◆募集施設　　北秋田市民プール 

◆所 在 地　　北秋田市鷹巣字東中岱２１－１ 

◆設置の目的　スポーツの普及及び振興を図り、もって市民の

　心身の健全な発達に寄与することを目的としている。 

◆指定期間　　平成20年７月１日～平成25年３月31日（５年間） 

◆要　　件　　秋田県内に主たる事務所を有する法人その他の

団体であること。また、今までに同様の業務の実績、あるい

は業務経験のある職員を有し、今後同様の業務を実施する見

込みのあること。 

～申請の手続き～ 

◆申請書の交付　　　５月２日（金）までに希望者に交付します。 

◆申請書の提出期限　５月２日（金）　午後５時まで 

◆配布先及び提出先　鷹巣体育館内　北秋田市教育委員会　 

　スポーツ振興課　北秋田市鷹巣字東中岱11 

～指定管理者の選定等～ 

◆候補者の選定 

市の条例に基づく選考審査を経て、指定管理者の候補者を決

定し、その候補者を市議会の議決をもって「指定管理者」に指

名します。 

◎問合せ　教育委員会　スポーツ振興課　�６２－３８００ 

市施設の指定管理者を募集します 

指定管理者の指定の取消 
　平成19年４月１日から、北秋田市大野台

ハイランド体育館の管理について合川町特

産品販売株式会社を指定管理者として施設

の維持管理等の業務を行ってきましたが、

平成20年３月31日をもって指定を取り消し

たのでお知らせします。これから当分の間は、

市による直営管理となります。 

問合せ　合川支所産業建設課 �７８－２１１５ 

お詫びと訂正 

　前号広報きたあきた２ページ中で誤り

がありました。 

　行政報告の財政課契約額 

　　正　６億４５１６万７千円 

　訂正してお詫びいたします。 
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下水道の使用区域が拡大されます下水道の使用区域が拡大されます
供用開始　４月１日（火）から供用開始　４月１日（火）から

　下水道の使用できる区域が広がります。 

■鷹巣処理区　 

　綴子字太田屋敷後、高野尻の各一部 

　栄字知子内、悪戸、掛泥悪戸、沼敷、中綱、前綱、太田、

　太田新田の各一部、 

■合川処理区 

　川井字才ノ神の一部 

■阿仁合処理区 

　水無字大町、稲荷堂脇、湯口内 

　荒瀬字段ノ上、桶ノ沢、中野 

　吉田字町頭、上野道下、上ミ上野、下上野、上ミ堤岱、

　下モ堤岱、家ノ上の各一部が新たに加わりました。 

　一日も早い機会に下水道へ加入し、生活環境の改善・

向上と公共用水域（河川等）の水質向上・保全にご協力

をお願いします。 

　なお、市では、トイレの水洗化工事を助成するため、

無利子の融資あっせん制度を設けています。希望される

方は、排水設備工事の申込みをされる際に、指定工事店

へその旨申し出てください。 

　既に供用開始された区域の皆さんは、水洗トイレへの

改造は供用開始から３年以内となっていますので、速や

かな下水道への加入をお願いします。 

　
市
で
は
平
成
19
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝

く
じ
助
成
）
に
よ
り
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
輪
転
機
を
４
台
、
自
主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
で

地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
資
材
倉
庫
、
及
び
災
害

用
資
材
一
式
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益
を
財
源
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
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吉田 

阿仁営林署 
苗畑 

湯口内 
吉田 

阿仁営林署 
苗畑 

湯口内 

■鷹巣処理区

■阿仁合処理区

写真上が輪転機（印刷機） 

写真右上が資材倉庫 

写真右下が災害用資機材 

 

荒瀬 荒瀬 

市営住宅 
高野尻団地 

鷹巣東小学校 
サテライト 
ステーションさかえステーションさかえ 

県道大
館・鷹

巣線 

市営住宅 
高野尻団地 

鷹巣東小学校 
サテライト 
ステーションさかえ 

県道大
館・鷹

巣線 




